
〇
 、

 

〇
 

、

A
 

市
広
域
新
農

業
セ

ン
タ
ー
で

は
、
お
年
寄
り
た
ち

に
初
収
穫

の
ブ
ド

ウ
を
味
わ
っ

て
も
ら
お

う
と
、
九
目
市
養

護
老
人

ホ
ー
 

ム
 
く
る

み
園
」
の
お

年
寺

り
 

を
招
き
ブ
ド

ウ
狩
り
を
行
い

ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、

約
三
十

人
が
午

前
九
時
三
十
分
に
福
祉
バ

ス
で

同
七
ン
タ

ー
に
到
着
。
 

一十
三

γ川
（
百
五
十
本

）
の

ブ
ド
ウ
園
に

は
、
た
わ
わ
に
実

っ
た
大
き
な
ブ
ド

ウ
の
房
が
重

く
た
れ

さ
が
り
、
バ
ス
か
ら
降

り
た
お
年
寄
り
た
ち
は
感
嘆
の

声
を

あ
げ

て
い
ま
し
た
。
 

出
迎
え
た
寺
田
市
長

の
案
内

で
早
速
ブ
ド

ウ
狩
り
に
入
り
、
 

一
房
ず

つ
切
り
取
っ

て
ま
ず
は
 

味
見
、
 

こ
れ
は
う

ま
い
」
 

「
な
か
な
か
味
が

い
い
」
と
舌

鼓
を
う
っ

て
い
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ

ー
で
は
、
四
年
前

か
ら
ブ
ド

ウ
園
を
造
成
し
て
い

た
が
、

そ
の
初

収
穫
を

記
念

し

て
こ
の
日
の
ブ
ド

ウ
狩
り
と
な

っ
た
も

の
で
す
。
 

初
収
穫
ブ
ド

ウ
狩

り
 

お
年
寄

り

招
い
て
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会
 

再
 

ン
」
 

38年ぶり、肉親 

住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

全
国
い
っ

せ
い
に

実
施
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わ
ら

焼
き
は

や
ら

な
い

よ
う
に

た
い
肥
等
に
役
立
て
よ
う
 

対
面
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
女
性
は
、
高
瀬

出
身
で
中
国
・
黒
竜
江

省
に
住
ん
で
い
る
松
沢
 

、
ンサ
さ
ん

（
四
一
）

ー
 

中
国
名
王
淑
琴
廿
。
 

、
ンサ
さ
ん
は
、
昭
和

十
五
年
の
春
、
満
州
・

竜
江
省

へ
両
親
に
つ
れ

ら
れ
て
行
っ
た
。
 と
こ

ろ
が
、
終
戦
直
後
の
混
 

戦
前
、
開
拓
団
と
し
て
入

植
し
た
両
親
と
と
も
に
旧
満

州
国
に
渡
り
、
終
戦
の
混
乱

で
現
地
に
取
り
残
さ
れ
て
い

た
女
性
が

一
時
帰
国
し
、
肉

親
と
三
十
八
年
ぶ
り
の
 

乱
で

一
家

が
ち
り
ぢ

り
、
父
利

次
郎
さ
ん
 

（六
九
）
 

と
長
男
徳

衛
さ
ん

（
四

六
）
、一
一男
利

昭
さ
ん
（
四

四
）
が
引
き

揚
げ
て
き
た

も
の
の
、
母

ト
サ
さ
ん
は

引
き
揚
げ
を

日
前
に
病
死
、
 

ン
サ
さ
ん
一
 

稲
刈
り
時
期
を
迎
え
、
今
年

も
ま
た
わ
ら
焼
き
煙
公
害
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
わ
ら

焼
き
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

わ
ら
焼
き
に
よ
る
煙
公
害
は
、
 

五
年
に
一
回
実
施

さ
れ
る
「
住
宅
統
計

調
査
」
が
十
月
一
日
、
 

全
国

い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
全
国

の
約
五
百
万
の
住
宅
 

・

世
帯
を
対
象
と
し

た
「
住
宅
の
国
勢
調
 

査
」
 
と
い
われ
る
も
の
で
、
み
 

な
さ
ん
方
の
住
宅
や
世
帯
の
構
 

成
な
ど
、
四
十
二
の
項
目
に
つ
 

ご
承
知
の
よ
う
に
目
や
の
ど
を

痛
め
、
車
の
通
行
の
妨
げ
に
も

な
っ
て
、
日
常
生
活
や
健
康
を

お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。
 

四
十
七
年
十
月
に
施
行
し
た
 

「市
公
害
防
止
条
例
」
で
も
、
 

著
し
い
ば
い
煙
を
発
生
さ
せ
る
 

い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅

政
策
を
進
め
る
う
え
で
の
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。
 

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
間
に
、
部
道
府
県
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
、
各
家

庭
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
っ

て
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

正
し
く
ご
記
入
の
う
え
、
十

月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
に
再
び

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
 
 

わ
ら
煙
き
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
 

稲
わ
ら
は
、
た
い
肥
な
ど
の

農
林
、
畜
産
、
そ
の
他
良
質
の

も
の
は
わ
ら
工
品
、
畳
床
資
源

等
に
役
立
て
る
よ
う
に
努
め
、
 

空
気
の
澄
ん
だ
住
み
よ
い
ま
ち

に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

お
渡
し
下
さ
い
。
 

調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計
を

つ
く
る
た
め
だ
け
に
使
い
ま
す
。
 

調
査
員
や
関
係
者
が
他
に
漏
ら

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
法
律
に

よ
っ
て
か
た
く
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。
 

調
査
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
、
 

市
総
務
課
企
画
室
（
云
⑤
一
二

一
一
番
・
内
線
三

一
九
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

市
で
は
、
五
十
「
一

年
度
の
長
寿
夫
婦
顕

彰
式
を
、
十
月
四
日
 

（
水
）
市
民
文
化
会

館
で
行
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
夫
婦
に

は
、
案
内
状
を
差
し

上
げ
ま
す
が
、
通
知

も
れ
の
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
市
福
祉
事
務

所
、
ま
た
は
市
役
所

各
支
所
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
 

該
当
す
る
夫
婦
は
、
 

昭
和
三
年
中
に
婚
姻
 

の
届
出
を
し
て
い
る
こ
と
。
 
（
 

昭
和
五
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
 

で
、
婚
姻
届
出
後
五
〇
年
を
経
 

過
し
て
い
る
こ
と
。）
再
婚
の
場

合
は
、
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
 
 

人
が
取
り
残
さ
れ
た
。
 

引
き
揚
げ
後
三
人
は
、
八

方
手
を
尽
し
シ
サ
さ
ん
の
行

え
を
探
し
て
い
た
が
わ
か
ら

ず
、
す
で
に
死
ん
だ
も
の
と

半
分
あ
き
ら
め
て
い
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
昨
年
八
月
、
 

厚
生
省
の
残
留
孤
児
の
身

元
調
査
で
シ
サ
さ
ん
が
生

き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
 

今
回
の
一
時
帰
国
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。
 

シ
サ
さ
ん
は
結
婚
し
て

い
て
四
児
の
母
親
だ
が
、
 

夫
の
越
永
林
さ
ん
と
は
同

じ
製
糖
工
場
に
勤
め
共
働

き
。
中
国
に
は
、
子
供
た

ち
を
残
し
、
 一
人
で
帰
っ

て
き
た
。
 

兄
徳
衛
さ
ん
ら
に
と
も

な
わ
れ
九
月
六
日
市
庁
舎

を
訪
れ
た
シ
サ
さ
ん
は
、
 

竹
内
収
入
役
か
ら
労
を
ね

ぎ
ら
わ
れ
た
あ
と
留
守
宅
の

父
利
次
郎
さ
ん
宅
に
落
ち
着

い
た
が
、
通
訳
を
と
お
し
て
、
 

「
こ
ち
ら
の
道
路
が
広
く
、
 

車
が
多

い
の
に
お
ど
ろ
い
た
。
 

ご
は
ん
が
お
い
し
い
 

」
 

と
里
帰
り
の
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。
 

シ
サ
さ
ん
、
中
国
か
ら
里
帰
り
 

10月 1 日現在で 

長寿夫婦を顕彰 

通知もれはご連絡を 
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五
十
二
年
度
の
「
市
税
完
納

表
彰
式
」
は
、
九
月
五
日
午
前
 

・

フ
 
十

時
か
ら
市
民
文
化

と
 
会

館
に
お
よ
そ
二
百
 

・

、
 
人

の
市
民
が
出
席
し

カ
 

て
行
わ
れ
、
納
税
の
 

nノ
 

 

協
力
に
対
し
労
を
ね
 

●

め
 

ー
ノ
 

昨
年
度
の
市
税
完

上
】
」
 
納
者
は
、
個
人
、
法
 

、
 
人
合

わ
せ
て
六
千
八

納
 

十
八
人
で
、
こ
の
う

占
元
 

ち
表
彰
年
に
あ
た
る

税
 
五

年
、
十
年
、
十
五

市
 
年
、

二
十
年
完
納
者
 

七
百
六
十
七
人
と
百

十
四
の
特
別
徴
収
事
業
所
が

表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

表
彰
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「税
は
市
政
運
営
の
根
源
で
あ

り
ま
す
の
で
、
な
お
い
つ
そ
う

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
 

」
 

と
あ
い
さ

つ
、
納
税
功
労
者
、
 

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
、
個
人
、
 

法
人
の
完
納
者
の
代
表
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り

ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
完
納
者
を
代
表

し
て
、
飯
詰
の
中
道
信
夫
さ
ん

が
、
 
「
こ
れ
を
機
会
に
一
歩
前

進
し
、
税
の
正
し
い
普
及
に
力

を
注
ぎ
た
い
 

」
 
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

式
の
あ
と
出
席
者
は
、
地
域

の
有
志
に
よ
る
芸
能
大
会
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

バレーボール、バスケッ トボール、バト 

氏Aホ釦、ゾ津つて加し 
参加者を募集します 

ロ種 目 

ミントン、卓球 

ロ参加費 1人 100円（体育館使用料として） 

ロと き 9 月22日（金）午後6時から 9時まで ， 

ロところ 市民体育館 

入場の際は、隣りの勤労青少年ホームからお入り下 、 

さし、。 

菊栄会に参加を 

勤労青少年ホームを利用する団体、クラブ、個人た 

ちで、今年 4 月から 「菊栄会」を結成しました。 

働く若者たちの余暇を楽しく過ごす行事、事業等を 

行うのが目的です。 

あなたも参加してみませんか。 

歌
会
始
 

代
筆
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
 
な
る
べ

く
元
の
職
業
を
書
い
て

せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合
は
、
す
 
下
さ
い
。
 

ロ
歌
会
始
の
お
題
 

べ
て
そ
の
理
由
を
書
い
た
別
の
 
主

婦
の
場
合
は
、
単
に
 
「主
 

昭
和
五
十
四
年
の
歌
会
始
の
 
紙
を
添
え
て
下
さ
い
。
 

婦
」
 
と
書い
て
も
差
し
支
え
あ
 

お
題
は
、
 
「丘
」
 
と
定め
ら
れ
 

盲
人
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
 

り
ま
せ
ん
。
 

ま
し
た
。
た
だ
し
、
歌
に
は
 
「
 し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ロ
詠
進
の
期
間
 

岡
」
 
の
文字
を
用
い
て
も
差
し
 

④
書
式
は
、
半
紙
を
二

つ
折
 
九

月
一
日
か
ら
十
月
十

一
日
 

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

り
に
し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
 

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
 

ロ
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
 
題

と
歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
号
、

消
印
が
ト

月
十

一
日
の
も
の
 

自
鶴

醸
は
 

お
題
は
豆

」
で
す
、

小
る
っ
て
一
応
募
を
 

雄
有
効

で
 

人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
 
住
所
、
氏
名

（
本
名
、
ふ
り
が
 

ロ
郵
便
の
あ
て
先
 

に
限
り
ま
す
。
 

な
つ
き
）
、
生
年
月
日
、
職
業
 
「

郵
便
番
号
一
〇
〇
、
東
京

②
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
 
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
ー
を
書
い
 
部
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号

の
半
紙
（
白
紙
）
がよ
い

〕
と
し
、
て
下
さ
い
。
 

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
 
「詠
 

毛
筆
で
自
書
し
て
下
さ
い
。
 

無
職
の
場
合
は
、
単
に
「
無
 
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
 

③
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
 
職
」
と
書

い
て
も
差
し
支
え
あ
 
詠

進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て

た
め
毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
 
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
に
職
業
に
 
封

入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
人
が
 

就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
せ
ん
。
 

り
に
し
、
 

題
と
歌
、
 

お
題
は
「
丘
」
で
す
、
 ふ
る
っ
て
ご
応
募
を
 

貸 付利 率別償還期限 

年 6分 5厘以内 年 5 分 5厘以内 年 3 分以内 

新規被害者 重複被害者 新規被害者 重複被害者 特別被害者 

6年以内 

4 

6年以内 

5 

7年以内 

6 

7年以内 

7 

7年以内 

7 

貸付対象者 

貸付限度額（損失額のA％に相当
する額又は B万門のどちらか低い
額） 

A% 
B万円 

((l内は法人） 

農
業
者
 

果樹栽培者 

・般農業者 
8060 

240 	(1, 	000) 
100 	( 	800) 

異
状
落

果

被
害
を
救
済
 

低
利
の
経

営
資
金
を

貸
付
 

さ
る
六
月
中
旬
か
ら
 

七
月
初
め
に
か
け
発
生
 

し
た
、
り
ん
ご
の
異
常
 

落
果
被
害
に
対
し
、
国

が
天
災
融
資
法
並
び
に

激
甚
災
害
法
を
発
動
し
、
 

被
害
農
家
に
対
し
利
子
 

補
給
と
損
失
補
償
を
伴
う
低
利

の
経
営
資
金
融
資
そ
置
を
講
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
農
林
課

が
窓
ロ
に
な
り
、
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

相
談
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

玉
掛
技
能
講
習
会
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
六
、
 

十
七
の
両
日
、
午
前
九
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
西
北
労
働
基
準

協
会
 

ロ
受
講
手
続
き
 
玉
掛
技
能

講
習
申
請
書
、
同
実
務
証
明
書

返
信
用
封
筒
に
受
講
料
、
テ
キ

ス
ト
代
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

下
さ

い
。
 

ロ
受
講
料
 
四
千
円
 

ロ
テ
キ
ス
ト
代
 
七
百
円

ロ
締
切
り
 
九
月
二
十
二
日

ロ
申
込
先
 
五

所
川
原
市
新

宮
町
八
四
の
五
、
 
「西
北
労
働

基
準
協
会

（
丑⑤
六
三
三
六
番
）
 

り ん ご 



ロ
と
き
 
九
月
二
十
六
目
 
ズ
 

暫
」
 

（
火
）
午
後
六
時
か
ら
 
グ

ル
ー
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
に
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
 

よ
り
ヤ
ン
グ
層
ド
ラ
イ
バ

ー
 

全
 
員
 
集
 
合
グ
 

交
通
安
全
ヤ
ン
グ

フ
エ
ア
 

ノ
ク
 

ハ
ー
ド
ジ
ブ
シ
1
2

」
 
け

ま
す
。
 

（
ヤ
ン
グ
フ
 J
ア

フ
ー
 
ク
 
酔
夢
歌
」
 
ジ
ャ
 
 

実
行
委
員
今
一
 

に
交
通
 

安
全
を
 

呼
び
か
 

館 

出 

演
 
1
1
 

!  

筆IJ 

該
当
す
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

十
一
月
十

一
日
（
土
）
ま
で
に

ご
推
せ
ん
下
さ
い
。
 

①
公
的
機
関
の
主
催
に
か
か

わ
る
県
大
会
規
模
の
催
し
の
最

高
賞
受
賞
者
及
び
全
国
大
会
規

模
の
催
し
で
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
た
方
 

②
県
大
会
規
模
の
催
し
を
経

て
、
東
北
大
会
、
全
国
大
会
の

出
場
権
を
得
た
方
 

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（

廿
④
三
一
九
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

進
学
積
立
貯
金
と
は
 

毎
月
一
万
円
か
ら
四
万
円
ま

で
の
範
囲
で
、
 一
年
以
上
三
年

以
内
の
期
間
積
立
て
て
い
た
だ

い
た
方
に
、
人
学
時
に
必
要
な

資
金
を
積
立
額
の
範
囲
内
（
最

高
五
四
万
円
）
で
借
り
受
け
ら

れ
る
ロ
ー
ン
付
貯
金
で
す
。
 

昭
和
互
十
四
年
春
に
進
学
さ

れ
る
方
は
、
九
月
下
旬
ま
で
に

預
人
さ
1
1ま
す
と
、
特
例
と
し

て
六
カ
H

の
積
」吐
て
で
、
借
り

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
郵
便

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

進
学
積
立
貯
金
（
口
ー
ン

付
）
取
扱
中
 

大
敵
は
 

そ
の

無
理
 

そ
の
酒
 

そ
の
速
度
 

あなたの 
ポケットにー冊 

こ県民手帳こ 

ロ価格 250円 

使いやすさ、見やすさ、 

便利さ、かっこうよさを追

求した日記式手帳の決定版

です。 

まだお申し込みになって

いない方は、早めに市総務

課企画室（ ⑤2 111番・内

線319番）ノ、 
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候
補
者
の
推
せ
ん
を
 

市
文
化
奨

励
賞
 

自衛官への案内（10月上旬各種試験） 

街
頭
献
血
に
ご
協
力
を
 

市
教
育
委
員
会
で

は
、
毎
年

十
一
月
の
第
三
土
曜
日
（
今
年

は
一
一
日
一
八
日
）
に
市
文
化

奨
励
賞
の
表
彰
式
を
行
っ

て
い

ま
す
。
 

表
彰
の
対
象
者
は
、
五
所
川

原
市
民
な
ら
び
に
市
内
に
所
在
 

血
液
が

不
足
し

て
い

ま
す
 

県
の
移
動
採
血
車
“
青

い
鳥
 

号
）
が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
 

血
を
行

い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

2
2日
ま
で
証
書
の
返
納
を
 

八
月
に
郵
便
局
か
ら
老
齢
福

祉
年
金
を
受
領
し
、
ま
だ
国
民

年
金
証
書
を
返
納
し
て
い
な
い

方
は
、
九
月
二
十
二
日
ま
で
に
 
 

す
る
団
体
で
、
昭
和
五
十
二
年

十
一
月
十
九
日
か
ら
昭
和
五
十

三
年
十
一
月
十
日
ま
で
に
す
ぐ

れ
た
文
化
活
動
の
実
績
を
表
わ

し
た
方
で
す
。
 

表
彰
の
範
囲
は
、
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

十
月
五
日
（
木
）
 

⑨
午
前
十
時
か
ら
正
 

午
ま
で
、
五
所
川
原
保
健
所
前

＠
同
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
市
立
西
北
中
央

病
院
前
 

市
社
会
課
年
金
係

へ
返
納
し
て

下
さ
い
。
 

期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
い

場
合
は
、
十
二
月
か
ら
の
老
齢

年
金
が

一
時
停
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

訂
正
と
お
わ
び
 

九
月
一
日
発
行
の
市
広
報
「
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
」
六
面
、
乳
幼

児
の
健
康
診
断
の
記
事
中
、
 
一

歳
六
カ
月
児
の
対
象
が
、
昭
和

五
十
三
年
三
月
生
ま
れ
と
あ
る

の
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
生

ま
れ
の
誤
ま
り
で
し
た
の
で
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
 

老
齢
年
金
受
給

者
へ
 

ワンちゃんの登録料は2千円に 

10月 1 日から適用になります 

狂犬病予防法に基づく犬の登録 

手数料及び狂犬病予防注射済交付

等手数料が次のように改正になり、 

10月 1日から適用になりますので

お知らせします0 

改 正 の 内 容 改正前 改正後

犬の登録手数料 300円 2,000円

狂犬病予防注射済標 

交 付 手 数 料 	150円 	300円 

同再交付手数料 100円 150円

犬鑑札再交付手数料 250円 500円 

白い悪魔に手を出すな 

I 	覚せい剤や麻薬は、 

人間の体をむしばむだ

けでなく、社会を破壊

してしまうこ白い悪魔こ 

r×‘。＝ョ です。 

たった‘度の覚せい剤や麻薬が、底なし沼

に人間を弓はずり込みます。 

噌むべきミ白い悪魔：は 1日も早く追放し 

よう n よう。 

、
、
 

 

、
、
 
 

、
 

 

月 	日 時 間 試験場 摘 	要 

航 空 学 生 
10月I日 

（日） 
9: 00 

~15:00 
五所川原
第1高校 

適性検査，学科 

2 等陸海空士 
10月 2 日 

（月） 

10: 00 
一一 15:00 

白 衛隊
弘前部隊 

身
 
体
 
検
 
査
 

学面
 
科
接
 

 

1Iり候 学 生 
10月 8日 

（印 

10 : 00 
~15: 00 

五所川原
第 1高校 

学科 

，

・
 
広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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